
令和8年度第２回環境審議会議事録  

〔 開催日時 〕 令和8年10月27日（火）10：00～12：00 

 

〔 議 題 〕 

（１）諮問第１号 第４期白老町環境基本計画（案）について 

①第３期白老町環境基本計画施策評価について 

②環境町民アンケート調査結果について 

③第４期白老町環境基本計画（案）について（第１～３章） 

 

〔 出席者 〕 

審議会：吉田副会長、相吉委員、内潟委員、中村委員、竹田委員、植田委員 

    （中野会長、田中委員欠席） 

事務局：山本町民生活部長 

町民サービス課 温井参事、黒滝係長、丸毛主査 

 

 各議題に対し、意見・質問は以下の通り。 

 

①第３期白老町環境基本計画施策評価について 

質問事項 回答 

内潟委員 

・白老町内で活動する環境団体の数は把握

しているか？ 

 

 

・ソーラー関係で活動した団体による反対

運動もあり、白老の自然を見詰めなおすき

っかけになったのではと思っている。しか

し、活動する人が高齢化しており、何とか

ならないものか。 

 

・手元に資料がないため数まではお答えで

きないが、環境町民会議を中心に多数存在

することは把握している。 

 

・少数で活動する団体とも協力していけれ

ばと考えており、今後の事業を継続してい

きたい。 

竹田委員 

・盛土の規制内容はどうなっているのか？ 

・この規制はさかのぼるのか、それとも今

後の盛土を規制するものか？ 

 

・竹浦の一部などが区域に指定している。 

・今後新たに発生する盛土が対象で、さかの

ぼって規制するものではない。 

吉田副会長 

・町内で盛土しているところは調査済みか？ 

 

 

 

・調査済みであり、ホームページでも公

表している。 

（白老町大規模盛土造成地マップ） 

 

植田委員 

・盛土で造成されたことを知らない人が多

い。北海道の管轄ではあるが、町でなんらか

の対応はしないのか？ 

・白老がよくて来る移住者が多いが、期待を

裏切らないようにしてほしい。 

・市街地のシカの問題があり、逃げる気配が

ない。畑の被害や交通事故も多いためもっと

捕獲した方がよい。 

 

・許可権者は北海道だが、大雨による被

害等の防災に関しては町も把握して対応

していきたい。 

・災害が想定を超えてくることもあるが、

可能な限り努めていきたい。 

・意見として頂戴する。 

中村委員 

・清掃活動や空き地や空き家の草刈りが高齢

化のせいか進まず、管理されないことが多く

なってきた。シカが増えており、道路上に現

 

・たしかに清掃活動の参加者や団体は減

少傾向にあり、土地や空き家の所有者に

連絡が付かないことが多くなってきてお



れ危険。 り、代執行等考えられるが対策を考えあ

ぐねている状況。シカについては北海道

で駆除目標をもってはいるもののクリア

できていない。捕獲数に枠があり、それ

以上の駆除が難しい状況。北海道などに

要望していく。 

 

 

②環境町民アンケート調査結果について 

質問事項 回答 

竹田委員 

・回答者平均はどのように算出されている

のか？ 

 

・項目の数値を合計し、人数で割ることで算

出している。 

植田委員 

・1500人を抽出してアンケートしている

が、何人中から1500人抽出したのか？ 

・住民全員にアンケートして精度を上げる

べき。 

 

・回答者数を増やすのに、役場職員全員に

出したりした方がいい。 

 

・対象者は9000人いて、その中から1500人

を抽出した。 

・偏りが出ないよう、居住区や年齢、性別

等でそれぞれ傾斜をかけてアンケートを出

している。 

・調査手法や人数等について、次回以降検

討し、回答率の向上に努めていきたい。 

吉田副会長 

・自由記載欄の結果では、ソーラーに関

する懸念が多い。一方で地球環境を守ら

なければならないため、どう両立すべき

か？ 

 

・再エネ条例はそもそも再エネをすべて

規制したいためにあるのではなく、地域

共生できず環境に悪影響を与えるものを

規制していくもの。 

 

③第４期白老町環境基本計画（案）について（第１～３章） 

質問事項 回答 

野田委員 

・改正空き家法により、管理不全の空き家

は固定資産税の増額などが可能となった。

今後そういった対策の考えは？ 

 

・税が高くなるとなれば、所有者の管理意識

は変わってくると思われる。情報収集して確

認したい。 

吉田副会長 

・SDGsの達成のため、他課との連携は？ 

 

・2030年の削減目標が迫っているが、今後

のカーボンニュートラルの活動は？ 

 

・各課で対応している状況であり、それぞ

れに合った施策を行っている。 

・再エネを規制する一面がある一方で、導

入に向けた取組を考えなければならない。

また、公共施設のLED化や、ブルーカーボン

の取組にも力を入れていきたい。 

内潟委員 

・ヨコスト湿原の水が減ってきており、マ

コモが減少、水鳥の餌がなくなってきてい

る。激甚災害の河川工事の影響も考えられ

るが、別途対策を考えたい。 

 

・見学会などに参加した際に、情報はい

ただいている。湿原は民有地もあること

から、対応が難しいところがある。建設

課とも協議していきたい。 

 

その他 

 事務局より、今後のスケジュールを提示。 

 １１月中 第３回審議会（計画第４～６章） 

 １２月中 パブリックコメント 

 １月中  第４回審議会（パブコメ結果報告、答申案） 

 １月下旬 第５回審議会（答申） 


